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は　　じ　　め　　に

mRNA ワクチンと共に歩む社会

2020 年 3 月のWHO によるCOVID-19 のパンデミック宣言から4 年半が経過しました．この間，世界中

の社会活動及び経済活動は停滞し，多くの人命が失われました．2023 年 6 月時点で全世界での累計患者数

は7 億 6 千万人，累計死者は700 万人であり，国内の累計感染者数は3,300 万人，死者は7 万 5 千人を数え

ました．このような世界の流行状況の中で，わが国の人口当たりの死者数は世界的に低い水準でした．わ

が国ではmRNA COVID-19 ワクチンの初回シリーズ接種が2021 年上半期から1 日 100 万人ペースで実施

されました．その結果，わが国の初回シリーズのワクチン接種では，97% という高い死亡抑制効果があっ

たと報告されています（Kayano, et al., Scientific Reports, 2023）．
COVID-19 の出現は人類に大きな試練を与えた一方で，mRNA ワクチン開発という大きな科学技術の前

進の機会を提供しました．この成果から，2023 年ノーベル生理学・医学賞としてカリコ博士とワイスマン

博士による「mRNA ワクチンを実現した修飾塩基の研究」に授与されることとなったことは記憶に新しい

ことと思います．大多数の人類がワクチン効果の恩恵を受けたものの，このワクチンには稀ながら，命を

脅かす副反応があったことも忘れてはなりません．

2021 年末に南アフリカを起源とするオミクロン株が発生して以来，国内ではオミクロン系統株が3 年余

り流行継続しています．この変異株の特徴は感染性が高く，従来株ワクチンに抵抗性で，重症化リスクは

低いというものです．その後，2022 年 2 月をピークに第 6 波（BA.1 系統が主体）が発生し，8 月には第 7
波（BA.2/BA.5 系統が主体）のピーク，2022 年 11 月頃をピークに第 8 波（BA.5 系統）が発生しました．

この段階で，その翌年 2023 年 5 月には感染症法上のCOVID-19 の位置付けが2 類相当から5 類へ引き下げ

となりました．その後も2023 年 9 月に第 9 波（XBB/EG.5 系統が主体），2024 年 1 月に第 10 波（JN.1 系

統が主体），2024 年 7 〜 8 月に第 11 波（KP.3 系統が主体）が発生しました．９月現在，国内の第 11 波は

減衰傾向です．

COVID-19 ワクチンは2024 年 4 月 1 日から定期接種 B 類疾病に位置付けられ，65 歳以上の方及び60 ～

64 歳で心臓，腎臓または呼吸器の機能に障害があり，身の回りの生活が極度に制限される方等を対象に，

2024 年 10 月から秋冬接種として１回接種することになりました．また，接種費用は最大 7,000 円で，自己

負担額は自治体によって異なります．予防接種制度上は季節性インフルエンザと横並びですが，これまで

の国内外の疫学状況から，高齢者のCOVID-19 の重症化及び死亡リスクはインフルエンザ以上であること

は明らかです．

わが国では2024 年 10 月からJN.1 対応ワクチンが使用されます．JN.1 対応ワクチンの免疫原性試験から

現在国内で流行中のKP.3 に対してもある程度の感染予防効果は期待できますが，重要なのは重症化予防効

果です．定期接種に使用できるワクチンは，ファイザーとモデルナのmRNA ワクチンに加え，国産の第

一三共のmRNA ワクチン（ダイチロナ筋注），Meiji Seika ファルマのレプリコンタイプのmRNA ワクチ

ン（コスタイベ筋注），武田薬品工業の組換えタンパク質ワクチン（ヌバキソビッド筋注）が利用可能と

なっています．今秋の定期接種の対象者には，重症化予防効果が期待できる，JN.1 対応ワクチン接種が推

奨されます．

　令和 6 年 9 月

富山県衛生研究所所長

大石　和徳
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